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論文の内容の要旨

　金属の申には，例えば鉄や銀のように全く溶け合わないものがある。本研究では，超高真空のなかでこれら溶

け合わない金属を2つの独立した熱源で溶解して蒸気にして，ユつの基板上に同時に蒸着した。この操作で現実

には存在しない非固溶系の金属合金薄膜を作ることに成功した。温度を上げて金属原子が少しでも動くようにな

ると，この合金は相分離を起こす。本論文ではコバルトの原子が数10個集まった状態から，コバルトの示す磁性

を手がかりに粒子の成長の過程を調べている。

　磁気モーメントの揺らぎを扱った超常磁性の理論は，粒子に含まれる原子数や分布まで情報を与える。論文で

は，まず熱処理によって析出してくる粒子の大きさ分布を磁気測定の結果を超常磁性理論を使って解析して求め

ている。さらに，析出粒子の大きさによって変化する膜の電気抵抗や磁気抵抗効果を測定して電子散乱の機構を

粒度分布のデータとつき合わせることで検討している。

　ここで使われた交流磁化率測定装置はこの研究のために著者が試作したもので，コンピュター制御の使いやす

い装置に仕上がっている点評価できる。

審査の結果の要旨

　本論文の実験レベルは高い。磁性膜作製には超高真空蒸着装置に新しい機構を取り付け同時蒸着の手法を実現

した。他の実験装置の作成にも大変充実した腕前を発揮している点評価できる。結果の解釈については，超常磁

性の理論がいわば古典論の範囲であり，電子論の立場から現象を詰め切れていない歯痒さがある。しかし，これ

は物性物理の宿命とも言えることで，具体的な物質に存在する様々な要因によって理論から期待されるような美

しい結果にならない事に由来しており，著者だけの責任とは言えないかもしれない。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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